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生・乾燥ウコンによる染色実験と堅牢度試験調査実施報告

1.目離

①染色実験 :

ウヨンは褪色が著しいという要因から、現在は染織色材

として積極的な利用はない。しかし所蔵染織資粋  (図 1、

図2)の黄色地は若千の褪色および変色は見えるが、黄

色色素が現状色として鮮や力ヽこ残っている。経年劣化は

保存状態にも影響されるが、染色時のウコンの条件 (収

穫時期、染色方洵 にも関係があるのではないかと考え

た。本実瞼は、収穫時期に採れた生・乾燥ウコンの色素

量と発色・染着力を調査するため染色実験を実施した。

②堅牢度訓験 :

褪色が著しいといわれるウコンであるが、外的ダメージに

影響される性質を調査するため堅牢度試験を実施した。

2.染色実験・訓験日荏

①染色実験 :平成29優017)年 8月 13日 (日 )～8月 16日 (水 )

②堅牢度訓験:平成2912017)年 8月 29日 鉄)～9月 8日 (金)

3.動 場Di
①染色実験 :」ava Kapok Randu3

②堅牢度試験 :沖縄県工芸振興センター4

4,染色実験内塔

糸 :糸由糸 (絹 )

色材 :イ ンドネシア産生秋ウコン (図 3)

沖縄県産乾燥秋ウコン

染液 :イ ンドネシアの収穫期5に採れた生の秋ウコンの招りおろし汁

(図 4‐ 1、 図 4‐2)と、本県の収穫期6に採って乾燥させた秋ウコンの

煎じ汁を染液とした。

染色 :a.常温の染液に糸を入れる→b.60度で20分間程染色する (図 5)

→c,染液から糸を出して絞る→d.数日乾燥→ a.～ d.を 3回繰り返す

→水洗→乾燥 (完成)

図 1

宮城奈 1々

図 2

図 3

図 4‐ 1

図 4‐2

図 5

1-股財団法人 沖縄美ら島財団総合研究センター 琉球文イ嵌研究室 琉球文イ嵌オ研究室係
2非破壊分析の結果、黄色地が「鬱金 (ウコン)」 の染織資料 :図 1聯由黄色地ムルドゥッチリ袷衣裳」、図2聯目黄色
地梅桜楓雪輪手鞠文様紅型」、その他数点の衣装の地色や縞の緑色もウコンが使われていることが分析されている。
3ヵポック繊縦を使った糸・布製品製作を行う工房。インドネシア・ジョグジャカルタ
4沖縄県島尻郡南脈 町字照屋 218
5ィンドネシア・ジャワ島の秋ウコン収穫期は5月 ～10月 頃
6沖
4亀県の秋ウコンの収穫期は 1月 ～2月頃
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5.染色実験の結界

生ウコンと乾燥ウコン共に色素の含有が最盛期の収穫時期に採られたものであるが、生の方が色素濃度が高く

発色も良好であつた。生の搾りたてに含まれる成分が濃度や発色に影響している力Wこついては、今後の課題とし

たい。染着については、両方とも染め重ねることで色素が被染物に定着していく様子が見えた。

6.堅牢度試験の内熔
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洗濯訓験 摩沫試験 汗試験
7.堅牢度訓瞼の結界
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沖携県虚

乾嫌/秋ウコンS00,こ

|

撤験片 No.1
インドネンア虚
生/秋ウコン

誠磯片 等級樹定

洗
燿
試
磯

哲羅|
交
通
色

4

汚

換

綿 3

綱 4-6

庫
撫
試
験

位

爆

汚

勲
4-5

置

瓶

埼

彙 3-4

汗
賦
戯

ア
ル
カ
リ
性

饒
資
退
色
4-SR

汚

彙

綿 3

絹 2-3

汗
賦
強

酸

性

| 寅
退
色
4… 6

汚

兼

揃 9

情 2-3

賦は片 等機判定

洗
層
試
験

虫
遣
色
3… 4

汚

彙

備 2

編 3

摩
擦
試
賊

機

燻

汚

彙 a-4

担

癌

汚

染 2

汗
旗
敵

ア
ル
カ
リ
性

Ａ
退
色
4… 6Str

舞

兼

綿 1-2

船 1-2

汗
試
験

酸

性

史

退
色
4Br

好

彙

補 2

編 2

沖縄躁工芸振興センター

17
1生



耐光試験
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No 資料名
変退色 `性布 翼4石

1 インドネツア腹/生/供クコン 3-4 3

沖盈保爾/゛I魚/秋クコン50096 4 | 4-5

No 資料名
摩練試験

磁式 温 式

インドネンア歳/生/秩ウヨン と-4 2

西:縄罪車/鶴 /軟ウコン 500'6 4-5 3-4

No 資料牢帯

rF‐試験 | アルカ リ 壁テ 汗 コ

変退色
VTヂ】 慨

変退色
湾 !強

Fお布 濡 布 濡 布 瀬 石

ユインドネ
rィァ慮/生/袂ウヨン 4-5Str と-2 1-Z 4Br 2 2

沖彙黒藤/鑢 /秩ウヨン600% 4-5R 3 Z-3 4-5 3 2-3

No 資料名 軒光試験

インドネンア遺/生/軟ウヨン 1

, 門
IR県嵐/戦 /秩タヨンSOCX 1
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判定基準 (ブルースケール、等級の標語、記号)

判定用プルースケール(耐光試験後)

|プ ル ー ス ケ ー ル

1級

2級

$級

電 級

5級

(,級

7繊

8級

暴色墨ろう農等級(撤 )
理ろう圧 X願片の夏aXIよ瀬付日布の汚坪r

1 覇 ■しい

2 可 やや看しい

3 やや風 明環である

4 風 わずかにある

5 置 密められない

畷 弩 賢温色の種顆 躍 号

Y さえる Br

R Dくすむ
BI Strこくなる
G うすくなる W

L
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